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研究報告・ワークショップ実施報告： 

【研究目的】 

 本課題では惑星物質研究所に導入された電界放出型電子プローブマイクロアナライザー

（FE-EPMA）とそれに付属した軟 X 線発光分光器（SXES）を用いて 1～10μm スケール

における鉱物粒子ごとの鉄価数分析を行うことを目指す。 

 

【実施内容】 

 Fayalite（Fe2SiO4）と Hematite（Fe2O3）を窒化ホウ素でそれぞれ 5 wt.%と 10 wt.%に希

釈したペレットを作成し、FE-EPMA-SXES で 3～10 kV、200 nA、分析径 100 μm で Lα と

Lβ のスペクトルを取得した。 

 

【研究成果】 

 Fayalite と Hematite との間で Lα と Lβ のスペクトル形状共に大きな変化は観察できなか

った。一方で、Lβ/Lα 面積比は加速電圧と共に Fayalite は増加し、Hematite は少し減少す

る傾向が見られ（図１，２）、Fayalite と Hematite における Lβ/Lα 面積比の差は加速電圧

10 kV で最大となった。この結果は Lα ピーク近くに LⅢ吸収端を持つことによる自己吸収

効果で説明ができ、Flank 法による EPMA 分析結果とも調和的である。本結果から、測定

試料と似たマトリックスを持つ標準試料を用意することができれば、Lβ/Lα 面積比から鉱

物粒子の鉄価数分析を FE-EPMA-SXES で比較的簡便に行うことができる可能性が示唆さ

れた。 



 

図１．Fayalite と Hematite の Lα・Lβ スペクトル． 

 

 
図２．Lβ/Lα 面積比の加速電圧依存性． 


